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バイオマーカーリーダー臨床薬理部

2002年 東京理科大学大学院卒業。大学院卒業後に，中外製薬（株）に入社し，富士御殿場研究所
にて抗体医薬品の非臨床薬物動態研究に6年間勤務。その後，臨床開発本部 臨床薬理機能に異動
し，第 I相試験の企画・実施及びPHCのための患者層別バイオマーカー検討を中心となって行う。
2015年 バイオマーカーを専門に担当するグループの責任者として，グループを牽引する。
現在は，プロジェクトのバイオマーカーリーダーとして，患者層別マーカーのみならず，疾患の理
解，薬剤の作用機序の理解，医薬品の価値を証明するための臨床評価基準の策定など幅広い目的で
バイオマーカー戦略を考え，ヒト試料を用いたバイオマーカー検討試験の実施・検討を行っている。
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